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昭和33年 9 月 1日第三種郵便物認可 

飯詰川，松野木川，十川荒れ狂う 

災
害
の
状
況
 

八
月
十
日
夜
半
か
ら
、
十
一
一

日
朝
ま
で
に
当
地
を
襲
っ
た
局

地
的
集
中
豪
雨
は
、
降
雨
量
百

七
十
八

・
八
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
 

金
額
に
し
て
】
億
三
千
万
円
を

こ
え
る
大
き
な
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
 十
二
日
午
前
十

一

時
に
は
災
害
救
助
法
を
発
動
、
 

防
災
会
議
を
招
集
し
て
、
善
後

策
が
協
議
さ
れ
て
被
災
家
庭
へ

の
救
援
物
資
の
配
布
等
の
活
動

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
 

今
回
の
洪
水
は
、
昭
和
十
年

の
岩
木
川
の
氾
濫
に
よ
る
も
の

と
趣
を
異
に
し
、
い
わ
ゆ
る
五

所
川
原
市
周
辺
の
局
地
的
集
中

豪
雨
の
た
め
中
山
山
系
の
永
が

急
速
に
出
水
，
飯
詰
川
，
松
野

木
川
、
旧
十
川
等
の
河
川
が
氾

濫
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
推

定
さ
れ
ま
す
。
 

被
害
個
所
も
、
当
然
こ
の
川

沿
い
地
帯
に
多
く
、
市
で
は
、
 

直
ち
に
災
害
対
策
本
部
を
設
貴

佐
た
木
市
長
の
陣
頭
指
揮
で
地

元
民
を
は
じ
め
、
消
防
団
員
市

職
員
が

一
体
と
な
っ
て
被
害
を

最
小
限
度
に
と
ど
め
る
に
懸
命

の
努
力
を
払
っ
た
結
果
、
人
命

事
故
が
な
か
っ
た
こ
と
は
．
幸

な
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

・
 

こ
の
た
め
，
市
で
は
、
早
急

に
、
そ
の
復
旧
や
今
後
の
措
置

対
策
に
つ
い
て
陳
情
を
開
始
し

立
し
た
。
 

被
害
額
概
要
 

家
屋
関
係
 

〇
床
上
浸
水
 
二
百
八
戸
 

一
千
百
八
十
五
万
円
 

〇
床
下
浸
水
 
四
百
七
十
四
戸
 

三
百
四
十
八
万
円
 

道
路
、
堤
防
関
係

〇
市
道
 
四
千
三
百
五
十
メ
ー
 

ト

ル
 

〇
県
道
 
四
千
五
十
メ
ー
ト
ル

あ
わ
せ
て
、
五
百
七
十
万
円

〇
堤
防
並
び
に
施
設
 
飯
詰
川

両
岸
と
も
に
三
百
三
十
メ
ー
 

ト
ル
に
わ
た
っ
て
．
決
か
い

の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
、
徹
夜

の
警
戒
熊
勢
が
し
か
れ
ま
し

た
。
そ
の
他
の
河
川
も
、
同

様
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
，
 

損
害
施
設
費
等
で

一
千
五
十

九
万
八
千
円
 

農
業
施
設
 

飯
詰
川
頭
首
工
，
水
路
、
影

日
沢
農
道
、
水
路
、
農
地
、
川

山
揚
水
機
，
水
路
等
が
決
か
い

あ
る
い
は
埋
没
．
冠
水
し
て
．
 

四
百
九
十
四
万
五
千
円
 

五
、
水
田
 

冠
水
面
積
、
六
十
六
ヘ
ク
タ
 

ー
ル
、
湛
水
面
積
三
十
三
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
九
千
六
百
五
十
二
万

円
、
計

一
億
三
千
三
百
九
万
三

千
円
の
大
き
な
被
害
を
出
し
ま

し
た
。
 

ま
で
に
と
っ
た
措
置
と
t
て
、
 

出
動
団
員
 

水
防
団
員
 
二
百
一
名
 

消
防
団
員
 
二
百
四
十
四
名
 

消
防
署
員
全
員
非
番
招
集
、
 

水
防
計
画
に
基
づ
く
第
二
指
 

令
に
よ
り
、
百
五
十
名
招
集
 

堤
防
補
強
材
料
 

吠
 

七
百
七
十
六
枚
 

麻
袋
 

七
百
六
袋
 

杭
 
百
本
 

炊
出
し
 

百
五
十
世
帯
 

避
難
命
令
 

一
一
十一
一
戸
 

応
急
警
戒
措
置
 

百
戸
 

避
難
誘
導
、
家
具
搬
出
 

長
富
地
区
．
松
島
団
地
 

救
援
物
資
の
配
分
 

十
三
日
に
第
一
次
救
援
物
資
 

と
し
て
毛
布
を
、
十
八
日
に
 

は
第
二
次
と
し
て
、
毛
布
、
 

ツ
ヤ
ツ
、
タ
オ
ル
、
石
け
ん
 

お
よ
び
救
援
金
を
配
分
 

衛
生
措
置
 

床
下
、
床
上
浸
水
地
区
の
消
 

毒
、
被
災
家
族
の
健
康
診
断
 

を
実
施
 

各
種
資
金
、
融
資
、
補
助
 

世
帯
厚
生
、
母
子
福
祉
、
災
 

害
復
興
住
宅
、
住
宅
改
良
各
 

資
金
 

商
工
業
者
，
農
村
災
害
融
資
 

災
害
発
生後
の
措置
 
等
」鱗
繊
難
綴

鷲
 

十
一
日
夜
半
か
ら
十
二
日
朝
  

各
関
係
機
関
の
視
察
 



濁流うずまく飯詰川ー飯詰下村 遂に危険水位をこえた～長富橋下 
徹夜作巣で決かいをまぬがれた飯詰川 長富 
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濁流に抵抗する悪戸水門 湖と化した松島小学校庭 皆無作を伝えられている川山森地区の水田 
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市政ニユース 



膝まで水がー十川町 鎌谷町もかくのとおり 水浸しの松島町大通り 

ここに市道ありー桃崎 原始的ではあるが筏で脱出ー火葬場 文明 7)利器、自動車も水には勝てない一 

火葬場付近 

⑧
 

市政ニユース 



さ
き

の
洪

水
の
恐
ろ
し

さ
も
、

さ
め

ぬ
う
ち
に
、
 

八
月
二
十
目

か
ら
一
一
十
一

日
に
か

け
て

県
ト
を
お
そ

っ
ーた
集
中
豪

雨
に
よ
り

当

市
は
九
十
一
 

・

ニ
ミ
リ
再

び
洪
水

に
見

舞
わ
れ
飯
詰

川
、
松
野
木
 

市政ニユース ④ 

再び洪水の被害 
県下一円に集中豪雨 

再び、危険水位をこえた飯詰川一長富僑より 

決
か
い
寸

前
の
状
態

と
な
（
て

地
域
の
方

々
を
驚
か
せ
ま
し
た

市
で

は
、
二
十

一
日
早
朝
，
再

び
対
策
本
部

を
設
置
．
次

4
に

入
る
情
報
を
も
と
に
、
指
令
を

発
し

て
万
全
の
体
制
で

当
り
ま

し
た
。
 

床
ヒ
浸
水
四
戸
、
床
下
浸
水

二
百
九
と
一
戸
、

水
田
の
冠
水

面
債
八
ト
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
湛

水
面
積
三
百
九
十

ヘ
ク
タ
ー
ル

市
道
関
係
の
被
害
額
（
復

旧

費
）
 
二
百八
十
八
万
円
、

水
道

の
被
書
（
飯

詰
浄
水
場
の
山

く

ず
れ
道
路
決
か
い

）
二
千
万
円

出
動
し

た
水
防
，
消
防
団
員
三
 

石m坂地区．の L砂くずれ 

百
名
、
堤
防
補
強
材
料
、

臥

六
百
枚
、
杭
三
十
本
、
 
縄
十

丸
等
で
．

被

害
総
額
は
、

前

回
よ
り
ド

廻
っ
 
た
と
は
い

え
、
水
の
恐
ろ
し

さ

が
，
 
い

や
と
い
う
ほ
ど
，
知
ら
さ
れ
ま

し
た
。
 と
く
に
今
回

の
は
．
県
 

さ
き

の
洪
水
に

よ
り
、
災

害
救
助

法
が
発
動
さ
れ
た

が
，
 

報
道
機
関

を
通
じ
て
全
国
に
伝

え
ら
れ
ま
L
た
の
で
各
地
か
ら

見
舞
い

の
電
報
、
手
紙
が
対
策

本
部
宛

と
ど
け
ら
れ
て
い
ま
す

ま
た
五
所
川
原
郵
便
局
で
は
，
 

被
害
家
庭
へ

と
、
手
拭
二
百
六

十
本
、

石
け
ん
六
十
箱
を
見
舞
 
 

下

一
円
の
豪
雨
で
、
目
屋
、
沖

浦
ダ

ム
の
放
水
等
が
あ
っ
て
岩

木
川
と
十
川
の
合
流
に
よ
る
水

量
の
増
加
氾
濫
が
最
も

心
配
さ

れ
、
雨
が
上
っ
た
後
も
、
夜
半

ま
で
警
戒
体
制
が
し

か
れ
ま
し

た
。
 

い
品
と
し
て
、
本
部
へ
持
参
し

配
分
方
を
依
頼
し
ま
し
た
。
 

こ
う
し
た
善
意
に
対
し
て
市
で

は
，
て
い
ね
い
に
お
礼
を
の
ぺ

て
、
し
か
る
べ
く
被
災
家
庭
に

配
分
―
伝
達
し

て
い
ま
す
。
 こ

の
紙
上
を
借
り

て
、
お
見
舞
い

く
だ
さ
れ
た

方
々
へ
深
く
感
謝

い
た
し
ま
す
。
 

全
国
各
地
か
ら
 

見
舞
品
、
電
報
と
ど
く
 

飯浩川 L流糠塚川の水防活動 

五所川原郵便局から沢山のお見舞品がとどけられる 


	001
	002
	003
	004

